
琉球大学学術リポジトリ

女子短大生の体型および減量行動に関する意識

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2007-07-18

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 金城, 昇, Kinjo, Noboru

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/1019URL



女子短大生の体型および減量行動に関する意識

金城 昇＊

ConsciousnessaboutFiguresandBodyWeightReduction

onFemaleJuniorCollegeStudents．

NoboruKINJO＊

(ReceivedApril30,1993）

1．緒言 た食認識や食行動および誤った肥満に関する知識

や減量行動は、本人の健康に関わる問題だけでな

く、次世代の子ども達の問題となることが当然予

想される。このような意味から、女子学生の自己

の体型や減量行動に関する意識を明らかにするこ

とは重要であるし、教材化と同時にその指導は大

学保健教育の課題である。

そこで、今回大学保健教育（一般教育）におけ

る「運動・栄養・休養」領域の教材開発の資料を

得るため、女子短大生を対象に若干の生活習慣と

体型および減量行動に関する意識について調査し

たので報告する。

小児成人病の増加傾向が言われて久しい。その

原因として社会環境的背景の変化が大きいとされ

ている(')。その中でも、過剰栄養と運動量の減少

の問題が重要視されているのは周知の通りであ

る(2)。

成人病の危険因子として高血圧、高脂巾症、低

ＨＤＬコレステロール血症、肥満、糖尿病､喫煙、

ストレス、家族性因子、運動不足があげられ、さ

らに肥満と運動不足に関してはそれぞれの危険因

子の要因でもある。肥満と運動不足は相互に関連

し合い、栄養過剰と運動量の減少が肥満の増加を

招いているの力現状である。

ところで、このように肥満と成人病との因果関

係が重要視されている中、近年女子高校生・大学

生の誤った体型意識や認識③(ｲ)(5)、痩せ願望や痩

身スタイル志向(6)からくる食に関する問題行

動の、無理なダイエット等といった問題が起こっ

ている。

これら女子学生は、近い将来次世代の食習慣形

成の重要な担い手となる。食事習,慣あるいは食事

の好みは幼児期から小学校低学年に形成され、食

事の嗜好は一生続くとまでいわれている(1)ｂまた、

小児の肥満開始年齢は乳児期と７歳頃に多いとさ

れている③。したがって、これら女子学生の誤っ

Ⅱ、方法

１．調査対象

調査対象者は今年度一般保健体育講義を担当し

ている短期大学２校の女子学生１３３名で、対象

者の多くが将来幼児教育を担う学生達である。

２．調査時期

１９９３年度前期の４月８日と１３日の講義開

始初日のオリエンテーションにおいて実施した。

３．調査内容

運動、食事、睡眠などの生活習慣に関する11項

目と中尾が摂食行動を分析するクーパーの手法を

日本人向けに改良し作成したアンケート⑨を用い

＊Phys.，Ｅｄｕ１ＣｏｌＬ，Univ.，ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ
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あり極めて少ない。このことは大学における体育

実技の必要性の－理由にも上げられる。また、こ

の結果は生活活動強度が中等度に該当したものの、

運動に関しての意識と実際の活動ともに低調であっ

たCO)ことからすると本対象の女子短大生につい

ても運動不足が懸念される。

睡眠時間で最も多いのは６～７時間の50.4％で

あり、次に７～８時間24.8％、６時間未満15.4％、

８時間以上9.8％の順となっている。６～８時間

に75.2％存在することは、園田の報告(Ⅲ)した肥

満群6.8時間、標準体重群6.9時間、痩せすぎ群7.0

時間にほぼ一致する。

食事に関して朝食の欠食率は6.9％となってお

り、対象者の80,5％が自宅通学生であることが影

響したものと考えられるが、井上ら⑥の報告に

比べ、朝食欠食率、間食率ともに低い。しかしな

がら、両者ともに「ときどき」を合わせると、そ

れぞれ40.5％、68.7％である。これは、自宅女子

学生の朝食欠食の場合、脂質を除いた他の栄養素

が全体平均に比べ10～20％減少、下宿女子学生に

いたっては全ての栄養素の低下に有意差が認めら

れる(12)ことから、たとえ欠食者の内「ときどき」

の欠食者が多かったにしても、各種栄養素等の摂

取不足が懸念される。一方、間食にはスナック菓

子、アイスクリーム、嗜好飲料が多く用いられ

る(3)傾向があり、摂取量過剰も懸念される。

飲酒では､飲むとした者22.7％､飲まない者77.3

％となっている。また、喫煙の有無では、喫煙者

は６８％である。

て、体型と食行動に関する意識３４項目からなっ

ている。

４．処理方法

項目１～３４は、もともと摂食行動を分析する

ために開発されたものを、体型および減量行動に

関する意識として採用したものである。また、項

目３５～４５は、運動、食事、睡眠などの生活習

慣と体重に関する意識である。項目１から３４は、

はい５点、ふつう３点、いいえを１点とし５段階

評価したものを点数化、単純集計を行った。項目

３５から４５については、項目によって２カテゴ

リーから４カテゴリーであり、同様に点数化し単

純集計を行った。

さらに、生活習慣、体重に関する意識を変数と

して項目１から３４のそれぞれの項目とクロス集

計（一元クロス）を行った。また、関連する項目

ごとに体型に関する項目群、体型の一部に関する

項目群など４つに分類し、それぞれの項目群の平

均点、合計点について、体重に関する意識と項目

１でクロス集計（二元クロス）し検討した。
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図１女子学生の生活習慣の実態

Ⅲ結果および考察
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１．生活習慣、喫煙飲酒、居住形態について

生活習慣、飲酒、喫煙、居住の実態を図ｌに示

した。

まず、生活習慣について運動の実施頻度では、実

施していない者53.8％と月１～２回の者29.2％を

合わせると83％となっている。ところで健康づく

りや機能向上の目安として最低でも週２回以上の

実施が望まれている。週１～２回が13.8％、週３

回以上が3.1％と運動実施群は合わせて16.9％で

２
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図２肥満意識による体型に関する意識と行動の
違い
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体型および減量行動に関する意識を関連する項目群に分類した場合の合計点、平均点および標準
偏差

表１

2．体型および減量行動に関する意識 でいますか」（項目１）の3.89と「お風呂に入る

時など裸の自分を見て太っていると感じますか」

(項目14）の3.74が高い得点である。

Ⅲ群では、６項目すべてに高い得点を示してお

り、その中でも「もも、お腹、おしりが太すぎる

と思いますか」（項目3）が4.18,「あなたのから

だの脂肪の部分を切り落とせたらよいと思います

か」（項目16）が４１６，次に「ウェストやお腹の

まわりに脂肪がついていることが気になりますか」

(項目24）の4.06と続いている。

残りの項目についても他の項目群より高い得点

であることがわかる。

逆に、得点（平均）の低い項目について見ると、

Ｉ群で「パーティーなど人前に出ると自分の体型

項目１から項目３４までの体型および減量行動

に関する項目を、他人を意識したり．他人と比較

して自分の体型を評価している項目群（Ｉ群)、

からだ全般に関して体型を評価している項目群

(Ⅱ群)、からだの一部で体型を評価している項目

群（Ⅲ群)、減量に関連する項目群（Ⅳ群）の４

群に分類し、それぞれの項目の合計点、平均点を

示したのが表１である。

まず、項目群ごとに得点（平均）の高い項目を

みるとＩ群では、「プールなどで他人の視線を避

けたいと思いますか」（項目31）の3.75で最も高

い。Ⅱ群では、「あなたは今、自分の体型に悩ん

－３６１－

頂目 内 客 合ﾛナ平均Ｓ、

l邸
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自分のそばに痩せた人がいると、自分の体型が職になりますか．
友迫の体型を気にし、自分の体型とよく比軸しますか．
パーティーなど人IMIに出ると自分の体型がjiLになるので、行かないように
していますか．

あなたは人と比べてかなり太っていると思いますか．
他の女性があなたより捜せていることを不公平だと思いますか．
砥血やパスに采って座席に腰掛けた時．116所をとることが気になりますか．
プールなどで他人の視線を避けた1,,と思いますか．
あなたは他人と－M;にいるﾛ6．自分の体型を峨だと思うことがありますか．
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あなたは今、自分の体型にIRIんでいますか．
あなたは太る体質だといつも恐れていますか．
あなたのからだはしまっていませんか．

例えば、食事をたくさん食べた後で太ってしまったと思いますか．
自分の体型が悪いことを情けなく思ったことがありますか．
走るとき太っていることが気になりますか．
食物を少しでも食べると太る体質だと思いますか．
体型に対する悩みのせいで物事に集中できないことがよくありますか．
お風呂に入るときなど操の自分を見て太っていると感じますか．
自分の体型が目立つような祥DIIを着るのは避けますか．
あなたは自分の体型をはずかしいと思いますか．
お腹力付いている時（朝などに）あなたは自分の体型に満足しますか．
侭やガラスに写った自分の体型を見るのがいやですか．
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正座すると、あなたのももの太さが気になりますか．
あなたのからだの崩肪の部分を切り鷺とせたらよいと思いますか．
ウェストやお腹のまわりに耐肪がついていることが気になりますか．
あなたのからだ全体に余分な開肪がついていると思いますか．
自分のおHHなどをつまんでみて太っていることを自覚しますか．
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キャンデーやケーキ、その他の商いエネルギー食物を食べると太ると思い
ますか．

今の自分の体型ではダイエットが必要だと思いますか．
現在の自分の体型になったのは、セルフコントロールが欠けていたいたた
めだと思いますか．

痩せようとして食べ物を吐き出そうとしたことがありますか．
痩せようとして下剤を使ったことがありますか．
あなたの今の体型だと囲助が必要だと思いますか．
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表３体型意識による体型および減量行動に関する意識の比較
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表からわかるように最も高い得点は、Ⅲ群であ

り、その次にⅡ群、Ｉ群の順序となっている。こ

れは今回対象にした女子短大生の体型に関する意

識の特徴を現しているように思える。すなわち、

Ｉ群が低いということは望ましい傾向を示す結果

であり、他人を意識したり、他人と比較して自己

の体型を悲観視したり、行動が消極的になったり

することに対しては否定的であることを示してい

る。これについては後にⅣ群と合わせて考察する。

次に、Ⅱ群とⅢ群はそれぞれからだ全般とから

だの一部に関する意識を示したものであり、どち

らかというとⅢ群の方が高い得点となっているこ

とは、女子短大生の特徴というよりも一般的に女

性の特徴としての、ウェストやお腹のまわり、も

もやおしりといった身体の一部でも、脂肪の付着

しやすい箇所をかなり意識していることを示して

が気になるので、行かないようにしていますか」

(項目18）1.58、「電車やパスに乗って座席に腰掛

けた時、場所をとることが気になりますか」（項

目27）1.67,「他の女性があなたより痩せている

ことを不公平だと思いますか」（項目25）1.92の

３項目である。また、Ⅱ群では「体型に対する悩

みのせいで物事に集中できないことがよくありま

すか」（項目13）の1.56の１項目となっている。

これらの体型に関連する項目群（Ｉ．Ⅱ・Ⅲ群）

の合計点、平均点、標準偏差を示したのが表２で

ある。

表２体型に関する意識の項目群の比較
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自分のそばに痩せた人がいると、自分の体型が鯨になりますか．
友遠の体型を気にし、自分の体型とよく比較しますか。
パーティーなど人前に出ると自分の体型が気$こなるので、行かないように
していますか。

あなたは人と比べてか在り太っていると思いますか．
他の女性があなたより痩せていることを不公平だと思いますか．
斌車やバスに乗って蜜月Fに題掛けたBIP･囲所をとることが気に鞍りますか．
プールなどで他人の視綴を避けたいと思いますか．

あなたは他人と一緒にいる時、自分の体型を鮭だと思うことがありますか｡
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金城：女子短大生の体型および減鼠行動に関する意識

いる。ウェストとヒップから算出するＷ／Ｈ比が

あるが、これは上体肥満型（Ｗ／Ｈ比女性≧0.

85男性≧１０)、下体肥満型（女性≦0.7）を分類

する目安になる。特に後者は女性型ともいわれ、

合併症は少ないとされている。一方前者は男性型

ともいわれ内分泌・代謝異常を合併しやすいとさ

れ0.75～0.85が正常とされている。

ところで、このＷ／Ｈ比からみると質問項目の

内容が女性の特徴を示すものであり、Ⅲ群が高い

得点を示したこともうなづける。

Ⅳ群は減量に関連する項目群である（表１）。

問題のある食行動に関連する項目である「痩せよ

うとして食べ物を吐き出そうとしたことがありま

すか」（項目26）が1.16,「痩せようとして下剤を

使ったことがありますか」が1.30と両者ともに得

点が低く、今回対象の女子短大生の食行動は望ま

しい傾向にあることがうかがえる。これはＩ群の

項目群で他人を意識し過ぎたり、他人と比較して

自己の体型を問題にしていない傾向が影響してい

るものと思われる。

一方、肥満との関わりでの知識としての「キャ

ンディーやケーキ、その他の高いエネルギー食物

を食べると太ると思いますか」では4.13と高い。

また、減量法としての「運動の必要性」（項目３

４）で4.25,「食事制限」（項目2）3.71,「ダイエッ

トの必要性」（項目21）370となっており、かな

りの女子学生が減量の必要性を感じていることが

わかる。さらに、興味あるところでは「現在の自

分の体型についてセルフコントロールが欠けてい

たため」（項目23）3.78となっている。

群の項目１「あなたは今、自分の体型に悩んでま

すか」の250が最も高い得点である。一方、適性

と感じている者では、Ⅲ群の項目３「もも、お腹、

おしりが太すぎると思いますか」の3.85を最高に、

3.5点以上が５項目、太りすぎと感じている者で

は、適性と感じている者同様項目３の4.75を最高

に、3.5点以上は１７項目となっている。さて、

項目群ごとに三者を比較すると、まずＩ群におい

ては他人と比較して「自分の体型が嫌になる」

(項目9,項目33)、「太っている」（項目19）の３項

目（８項目中）に太っていると感じている者ほど

高い得点を示している。なお｢体型を気にしてパー

ティーなど人前には行かないようにしている」

(項目18）などの消極的行動に関連する項目では

三者に有為な差はみられない。

次に、Ⅱ群についてみると、１３項目中１０項

目に差がみられ、項目22の「お腹がすいている時

あなたは自分の体型に満足しますか」を除いて、

残りの９項目については、太りすぎと感じている

者ほど高い得点を示し、「体型に悩んでいる」（項

目1)、「太る体質である」（項目４，項目11)、「か

らだがしまっていない」（項目5)、｢食後には太る」

(項目6)、「自分の体型が情けない」（項目7)、「運

動の時太っているのが気になる」（項目8)、「太っ

ている」（項目14)、「はずかしい」（項目20）と感

じている。

Ⅲ群は、特に脂肪の付着しやすいからだの一部

に関連した項目への意識である。６項目すべてに

三者間に差がみられ、全体の中でも高い得点を示

している。

Ⅳ群はＩ～Ⅲ群の体型に対する意識と違い、減

蟄に関連する意識の比較である。今の自分の体型

は「食事を制限すべき」（項目2)、「ダイエットが

必要」（項目21)、「運動が必要」（項目34)、「セル

フコントロールが欠けていた」に差がみられ、太

りすぎと感じている者ほどそのように感じている

ことがわかる。減量の方法として運動とダイエッ

トの併用がクローズアップされている。食事制限、

ダイエット、運動の点からⅣ群をみると、太りす

ぎと感じている者は、食事制限4.50、ダイエット

3.97、運動3.65の順となっている。一方、適性と

感じている者では運動3.55、食事制限3.18、ダイ

エット2.92の順である。さらに痩せすぎと感じて

3．自己の体型意識による体型および減量に関す

る意識の違い

本人が自分の体型をどのように感じているのか、

自己の体型意識の違いと体型および減量に関連す

る意識の得点を比較したものを図２と表３に示し

た。図２からわかるように、全体的に自分の体型

を太っていると感じている者が得点が高く、適性

と感じている者が次に続き、痩せすぎと感じてい

る者ほど得点が低い傾向がみられる（逆転項目を

除く)。これを表３の体型意識別に各項目ごとの

平均点でみると、痩せすぎと感じている者ではⅡ

－３６３－
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いる者も同様に、連動167、食事制限1.33、ダイ

エットq66の順となっている。このことは、太っ

ていると感じている者では、減量の方法として運

動より食事に重点をおく傾向があることを示して

いる。適性、痩せていると感じている者では運動

を重視する傾向がみられるものの、先述の実際の

運動実施頻度では83％の者がほとんど実施してい

ないことと考え合わせると、食事制限やダイエッ

トのみにたよる可能性が予想される。女子高校生・

大学生の中には無理な食事制限や誤ったダイエッ

トによるからだへの影響も報告されているし(7)、

ダイエットのみの減量ではＬＢＭの減少も招くの

で、その面からの指導が必要である。

逆に、問題のある食行動と関連すると思われる

項目２６「嘔吐」や項目３２「下剤の使用」について

は体型意識による差がみられないことは望ましい

傾向である。
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図４睡眠時間による体型に関する意識とｲﾃ動の
違いの比較 運動の実施頻度（図３)、睡眠時間（図４）、

朝食の欠食（図５)、間食の頻度（図６）による

体型および減量行動に関する意識を比較した。

図からわかるように、それぞれに若干の違いは

みられるもののすべてにおいて有為な差はみられ

なかった。肥満がライフスタイルの善し悪しが原

因であることから、体型や減量行動に関連する意

識についてもライフスタイルの影響があることが

予想されるので、今後さらに他の生活習慣との関

連を検討する必要がある。
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１）運動の実施頻度では、週１～２回が13.8

％、週３回以上が３１％で、残りの83％に

ついてはほとんど実施していない状況であっ

た。

睡眠については、６～７時間が50.4％、

７～８時間が24.8％となっていた。
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金城：女子短大生の体型および減量行動に関する意識

朝食の欠食は6.9％、ときどきが33.6％

であった。逆に、間食では食べないが3.1

％、ときどき65.6％、毎日食べるが31.3％

であった。

2）女子短大生の体型および減量行動に関す

る意識の特徴は、他人との比較での自分の

体型への悲観や消極的な行動では否定的で

あり、体型全般よりも体型の一部について

かなり意識する傾向がみられた。

減量の方法として、運動の実施を第一に

あげていた。

3）体型意識による体型および減量行動に関

連する意識の特徴は、太っていると感じて

いる者ほど、他人と比較して自分の体型を

評価し（Ⅱ群)、自分の体型について悩み

（Ⅲ群)、特に、脂肪の付着しやすいからだ

の一部を気にする（Ⅲ群）傾向がみられた。

減量の方法として、痩せている、適性と

感じている者が､運動､食事制限、ダイエッ

トの順にあげているのに対し、太っている

と感じている者は、運動よりも食事制限、

ダイエットを重視する傾向がみられた。

他の運動や睡眠などの生活習慣での違い

はみられなかった。
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178年、正木らは全国調査をもとに「子ども達

のからだやこころのおかしさ」について報告し

た⑬。今回対象の女子学生は平均年齢１９才で

あり、その当時、幼稚園および小学校低学年に在

学し、正木らの調査対象者の年代に合致する。し

たがって、今回の調査対象者も当然、正木の指摘

する徴候を背景として持っていることが予想され

る。また、同氏らの'90年調査('４)ではさらに深刻

化してきていることを報告している。そうであれ

ばこそ次世代を担う大学生の誤った体型意識やそ

のことから派生する誤ったダイエット法の是正と

正しい運動処方を身につけることが重要となって

いる。大学保健教育における「栄養・運動・休養」

に関する教材と技法の開発が急がれる。

－３６５－


